
　　　　　　　　　　　　　「市民の意見を聴く会」意見概要

　政務活動費・議員報酬・議員定数について

そ
の
他

・議員定数は、各委員会メンバー6名と委員長の7名くらいにして、今の25名を21名に削減したらどうか。

・定数についていきなり提示され、資料を見ても、何人がいいのか判断する根拠がない。

・議員の年齢構成と人口の年齢構成がマッチしておらず、若い人たちのニーズが酌み取れていないと感じる
ので、議員の努力で若い人たちが市政に参加するような形をとってほしい。

・議員が活動するうえで、ここがウイークポイントになっているというところがあれば、その辺を示してほしい。

・定数は、この人数では足りない、あるいは多過ぎると思うなら、根拠を持って示してほしい。

・定数は余り減らすと議論などが活発にならないので、平均的な数字の25人でいいと思う。

・市議会議員25名が一致団結して安曇野市が生まれ変わるような政策をとって実現させるために、視察など
の活動がしっかりとできるように政務活動費費は50万円くらいあってもいいと思う。

・政務活動費はこの資料の一覧表だけ見るととても低く感じるが、過去に９万円に決めた経過があるはずなの
で、議員の実態から出てくる数字を市民に提示して、その数字と現実の９万円を比較する形で提起してほし
い。

・政務活動費を個人ではなく議会費として年間総額を決定し、議員の中で調査事項や使いみちを決定して割
り当てる方法なら上ていいと思うが、１人一律何円と金額を与えると、ふやせばふやすほど不正使用が出る
ので総額にしてほしい。

・政務活動費も報酬も自分の活動を堂々と報告して、堂々と上げて「これだけのことをした」と堂々と言い、市
民から資質や見識を問われるべきだと思う。
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・議員報酬と政務活動費を一緒に考える中で、政務活動費の年額９万円は県内19市の中で２番目に安い。い
い政治をしたいと思う志がある議員が調査や様々な活動を思う存分おこない、見分を深めてよりよい政治す
るためにも、議員報酬は少し減らして政務活動費をその分ふやしたほうがいいと思う。

・若い議員がふやせるような報酬や、議会の持ち方など、将来の安曇野をどうするのかを考えることを切に
願っている。

・議員は選挙や生活費もあるし、出張、陳情、研修などでお金がかかるので、活動をしてもらう為にも議員報
酬をふやすことはやるべきだと思う。

・市に対する気持ちがあっても、今の議員報酬では若い30代や40代の人が会社をやめて議員になると生活が
厳しく、このままでは選挙に出られないので議員報酬をあげていいと思うが、全体の財政の問題があるので、
議員の定数を減らし25名から３分の２くらいの15名くらいにして、本当にやる気のある人を選んでもいいと思
う。

・40歳くらいの人たちをターゲットに議会で活動するために目に見えないお金がかなりかかっていることを考え
ながら報酬設定し、費用の総額をふやさないためにも議員定数は18人くらいにしたらどうか。

・政務活動費の年間９万円、月に直すと7,500円は余りにも少な過ぎてこのままでは何もできないと思う。

・しっかりとした調査活動をして、そして議会活動をしっかりとレベルアップするためには、安曇野市の政務活
動費は非常に乏しいものだと思うし、議員の月額の報酬も非常に安いと思うので、議員の活動費は上げてほ
しいし、議員の月額の報酬も上げていいと思う。

・議員も生活があるので、健康でしっかりとした生活ができるように保障する報酬でなくてはいけないと思う。
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・議員報酬を上げるのはかなり議論が必要だと思うが、市民の声を聞いて調査を行うなど市民のためになる
政務活動費を上げるのであれば、すぐにでも賛成する人が多いのではないかと感じる。

・行政が出してきた議案を、最終的に議決するだけなら政務活動費は要らないが、調査能力を高めるために
は政務活動費はこの額では少ないと思う。

・政務活動費は必要経費であり、それぞれ議員が実際使っている額をまとめて要求すべきだと思う。


